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島田氏：新型コロナウイルスの現状について
平田氏：日本における新型コロナウイルスの重症化率は
低い状況にあるが、各国の状況を分析するとすぐには洲とだミるる
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がここをチャンスとして取り組んでいるため、 プを

含めた一つの企業がッ
プに熱意があるか」これが重なれば未来のなっ

てしまった。また、物流はハブアンドスポーク方式が最適
であるという世界の流れから、当地で生産した野菜が
一旦東京に行き、再度手元に届く状況になっている。「やさ
いバス」はＩＴを駆使してそれを変化させる事業である。

島田る寛容性を持てば、この地域はもっと元気に
なると考えている。
平田氏：人間は考えているときでも使っている脳はたった
５％、残りの

95％は意思に上らない世界。ここをいかに操
るかがデジタルトランスフォーメーションのキーとなる。脳を
知って人間を知る。世代に関わらずフレンドリーに使える技
術にするためにはブレインフレンドリーが重要であり、ここか
ら地域産業をつくっていくことが必要なことだと考えている。
杉浦氏：健康と∵ょ関î蟻ごは穴
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こも特色が失せ面白くな
くなってしまう。但し、スタートアップが継続的に生まれる
エコシステムができると、混沌として突拍子もないことをた
くさんやっている人が増えるため、地域活性化のきっかけ
になる。名古屋に来るとこれが体験できるというものをつ
くる


